
　

大
妻
女
子
大
学
博
物
館　

特
別
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
：
二
〇
二
五
年
六
月
十
六
日
㈪
～
七
月
十
九
日
㈯

　
日
本
文
学
関
係
貴
重
書
展
示

　
江
戸
時
代
の
本
づ
く
り
―
お
伽
草
子
か
ら
江
戸
戯
作
ま
で
　
　
　
　
　
解
説
資
料

開
催
に
あ
た
っ
て

　

今
回
の
展
示
で
は
、
日
本
近
世（
江
戸
時
代
）
に
作
ら

れ
た
本
の
数
々
を
、
当
時
の
世
相
や
流
行
、
人
々
の
関

心
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
、
十
八
世
紀
後
期
の
出
版

界
を
牽
引
し
た
本
屋
・
蔦
屋
重
三
郎
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

関
連
書
籍
や
展
覧
会
な
ど
も
次
々
に
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
妻
女
子
大
学
の
文
学
部
日
本
文
学
科
お
よ
び
短

期
大
学
部
国
文
科
で
は
、
創
立
の
当
初
か
ら
、
江
戸
時

代
の
文
学
、
特
に
狂
歌
や
戯
作
に
関
す
る
資
料
を
蒐
し
ゅ
う
し
ゅ
う集

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
蔦
屋
重
三
郎
と
そ
の

周
辺
の
人
々
が
関
わ
っ
た
出
版
物
も
数
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
趣
向
を
こ
ら
し
た
本
の
数
々
に
は
、「
天
明
狂
歌
壇
」

と
呼
ば
れ
た
文
芸
サ
ー
ク
ル
の
盛
り
上
が
り
が
、
い
き

い
き
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

蔦
屋
重
三
郎
の
手
が
け
た
本
は
、
江
戸
戯
作
だ
け
で

な
く
、
往お
う
ら
い
も
の

来
物（
手
習
い
の
教
科
書
）
や
吉
原
関
連
の

出
版
物
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
背

景
に
は
、
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
商
業
出
版
の
大
き
な

広
が
り
が
あ
り
ま
す
。
文
学
だ
け
で
な
く
、
実
用
的
な

知
識
や
教
訓
な
ど
、
暮
ら
し
の
細
部
に
関
わ
る
物
事
が
、

本
の
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
出
版
物
に
は
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
書

か
れ
た
作
品
も
多
く
含
ま
れ
ま
す
。『
伊
勢
物
語
』や『
源

氏
物
語
』
な
ど
、
中
世
以
前
に
書
か
れ
た
文
学
作
品
が
、

印
刷
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江

戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
過
去
の
歴
史

や
武
将
に
関
わ
る
伝
承
な
ど
、
歴
史
的
な
知
識
や
説
話

も
、
本
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
文
学
は
、
印
刷
・
出
版
に
よ
っ
て
古
典

や
歴
史
が
共
有
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
に
、
翻ほ
ん
あ
ん案
や
パ
ロ

デ
ィ
と
し
て
花
開
い
た
一
面
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
展

示
で
は
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の

文
化
の
継
承
と
変
奏
、
本
と
暮
ら
し
の
広
が
り
を
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
妻
女
子
大
学
文
学
部 

教
授 

小
井
土 

守
敏 

 

准
教
授 

神
林 

尚
子

第
一
章　

中
世
か
ら
近
世
へ
――
写
本
と
版
本

　

江
戸
時
代
、
本
づ
く
り
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
。

中
世
以
前
の
本
は
、
基
本
的
に
全
て
写
本（
手
で
書
き
写

さ
れ
た
本
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
江
戸
時
代
に
は
、

印
刷
・
出
版
の
文
化
が
社
会
に
広
く
浸
透
す
る
。
本
を

作
っ
て
売
る
こ
と
を
商
売
と
す
る「
本
屋
」
と
い
う
業
態

が
、
江
戸
時
代
に
初
め
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　

近
世
の
商
業
出
版
で
は
、
木
版
印
刷（
木
の
板
に
文
字

や
絵
を
彫
っ
て
摺
る
技
法
）
が
主
流
と
な
っ
た
。
板は
ん
ぎ木

製
作
に
は
一
定
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
増
刷
に
よ
っ

て
そ
れ
が
回
収
さ
れ
る
。
幕
末
に
か
け
て
、
出
版
市
場

は
次
第
に
拡
大
し
、
読
者
層
も
流
通
網
も
広
が
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

木
版
印
刷
の
普
及
に
よ
っ
て
、
中
世
以
前
に
書
か
れ

た
古
典
や
歴
史
的
な
物
語
、
軍
記
な
ど
が
、
は
じ
め
て

広
く
世
上
に
流
布
し
た
。
文
学
の
享
受
と
継
承
の
上
で

も
、
印
刷
・
出
版
の
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

　

一
方
で
、
写
本
の
文
化
も
存
在
し
続
け
た
。
豪
華
な

装
訂
の
巻
物
や
奈
良
絵
本
、
高
名
な
書
家
が
揮き
ご
う毫
し
た

本
な
ど
、
特
製
本
は
写
本
な
ら
で
は
と
言
え
る
。
ま
た
、

特
別
に
伝
授
さ
れ
る
秘
伝
の
書
付
や
、
個
人
的
な
手
控

え
、
更
に
は
出
版
が
憚
ら
れ
る
よ
う
な
時
事
的
な
話
題

な
ど
、
写
本
だ
か
ら
こ
そ
書
け
る
内
容
も
あ
っ
た
。
写

本
と
版
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
て
棲
み
分

け
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
本
の
世
界
を
形
成
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

1　

御
伽
草
子

袋
綴
横
本（
以
降
、
特
記
の
な
い
限
り
袋
綴
装
）　

二
十
三
冊

一
六
・
一
㎝
×
二
三
・
四
㎝

箱 

高
さ
四
五
・
三
㎝
×
幅
二
六
・
〇
㎝
×
奥
行
き
一
九
・
一
㎝

享
保
年
間（
一
七
一
六
～
三
六
）
刊

大
坂
・
渋
川
清
右
衛
門 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵　



　

室
町
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
短
編
の
物

語
と
し
て
巷
間
に
広
ま
っ
て
い
た
幾
多
の
小
作
品
の
中
か

ら
、
享
保（
一
七
一
六
～
三
六
）
の
頃
、
大
坂
の
書
店
、
渋

川
清
右
衛
門
が
そ
の
う
ち
の
二
十
三
編
を
集
め
て「
御
伽
文

庫
」
と
名
づ
け
て
刊
行
、
そ
の
作
品
を「
御
伽
草
子
」
と
呼

ん
だ
。
の
ち
に
、
こ
う
し
た
作
品
群
の
総
称
と
し
て
用
い
ら

れ
る
が
、
学
術
的
に
は「
中
世
小
説
」「
室
町
時
代
物
語
」
と

称
す
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
る
。
展
示
品
は
、
そ
の
刊
行
さ
れ

た
二
十
三
編
が
、
販
売
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
箱
に
収
め

ら
れ
た
も
の
。二
十
三
編
と
は
、「
文
正
さ
う
し
」「
鉢
か
づ
き
」

「
小
町
草
紙
」「
御
曹
子
島
渡
」「
唐
糸
草
子
」「
木
幡
狐
」「
七

草
草
紙
」「
猿
源
氏
草
紙
」「
物
く
さ
太
郎
」「
さ
ゞ
れ
い
し
」「
蛤

の
草
紙
」「
敦
盛
」「
二
十
四
孝
」「
梵
天
国
」「
の
せ
猿
さ
う

し
」「
猫
の
さ
う
し
」「
浜
出
草
紙
」「
和
泉
式
部
」「
一
寸
法

師
」「
さ
い
き
」「
浦
嶋
太
郎
」「
横
笛
草
紙
」「
酒
呑
童
子
」。

横
長
の
判
型
は
、
当
時
流
布
し
て
い
た
、
今
日
奈
良
絵
本
と

呼
ば
れ
る
挿
絵
入
り
の
写
本
形
式
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。

2　

酒
天
童
子

列
帖
装　

三
帖　

二
三
・
四
㎝
×
一
七
・
〇
㎝

寛
文
・
延
宝（
一
六
六
一
～
一
六
八
一
）
頃
写

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

縦
型
奈
良
絵
本
。
御
伽
草
子
。
鬼
を
よ
そ
お
っ
て
財
物
、

婦
女
子
を
掠
奪
し
た
盗
賊
、
酒
呑
童
子
の
伝
説
を
主
題
と
し

て
、源
頼
光
と
そ
の
四
天
王
に
よ
る
鬼
退
治
を
描
い
た
も
の
。

彩
色
画
十
二
図
。上
巻
冒
頭
に
、「
菊
亭
前
大
納
言
伊
季
卿
筆
」

と
書
か
れ
た
札
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。「
菊
亭
前
大
納
言
伊

季
」
は
、
今
出
川
伊
季（
一
六
六
〇
～
一
七
〇
九
）。
江
戸
時

代
前
期
か
ら
中
期
の
公
卿
。
歌
学
に
通
じ
、
琵
琶
の
名
手
と

し
て
知
ら
れ
る
。

　3　　

さ
こ
ろ
も

横
本　

三
冊　

一
六
・
〇
㎝
×
二
四
・
〇
㎝

江
戸
前
期
写

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

横
型
奈
良
絵
本
。
御
伽
草
子
。
王
朝
物
語
の『
狭
衣
物
語
』

か
ら
、
飛
鳥
井
の
君
の
物
語
だ
け
を
取
り
出
し
て
潤
色
し
た

も
の
。
彩
色
画
一
五
図
。
本
文
は
、
五
類
に
分
け
ら
れ
る
系

統
の
う
ち
、
無
刊
記
丹
緑
本
や
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）
版

に
近
い
も
の
で
、
古
本
の
要
素
も
残
し
て
い
る
。

4　

鶴
草
紙

列
帖
装　

二
帖　

二
三
・
五
㎝
×
一
七
・
五
㎝

延
宝
・
貞
享（
一
六
七
三
～
一
六
八
八
）
頃
写

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

縦
型
奈
良
絵
本
。
御
伽
草
子
。
い
わ
ゆ
る「
鶴
女
房
」
型

と
称
さ
れ
る
異
類
婚
の
物
語
。
豪
華
な
装
丁
か
ら
、
貴
顕
・

良
家
の
女
子
の
嫁
入
り
に
際
し
て
誂
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
慈
悲
心
が
奇
縁
を
も
た
ら
し
、
比
翼
連
理
の
契
り
へ

と
至
る
と
こ
ろ
が
祝
儀
に
ふ
さ
わ
し
い
。

5　

〈参
考
〉
観
世
音
霊
験
図
会

大
本　

四
冊　

二
五
・
五
㎝
×
一
八
・
〇
㎝

安
政
二
年（
一
八
五
五
）
刊

京
都
・
勝
村
次
右
衛
門
ほ
か 

板

版
本
：
大
妻
女
子
大
学
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

板
木
：
個
人
蔵

　

清
水
寺
の
観
音
霊
験
譚
を
絵
入
り
で
紹
介
し
た
も
の
。
清

水
寺
の
縁
起
か
ら
、
近
世（
刊
行
当
時
）
に
至
る
ま
で
の
観

音
霊
験
譚
を
収
め
る
。
色
刷
り
の
口
絵
に
始
ま
り
、
巻
三
ま

で
が
霊
験
譚
の
集
成
で
、
巻
四
は
法
華
経
第
八
巻
第
二
十
五

品
の
観
世
音
菩
薩
普
門
品
の
訓
釈
に
な
っ
て
い
る
。
展
示
し

た
板
木
は
、
巻
一
の
七
丁
と
八
丁
。
八
丁
オ
モ
テ
の
十
一
行

目
の
末
尾
に
、「
入
れ
木
」
に
よ
る
修
正
が
確
認
で
き
る
。

第
二
章　

商
業
出
版
の
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

――
文
学
と
実
用
書　

　

近
世
初
期
の
出
版
界
で
は
、
中
世
以
前
の
作
品
と
、

新
た
に
生
ま
れ
た
同
時
代
小
説
の
双
方
が
刊
行
の
対
象

と
な
っ
た
。
前
者
の
例
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
や『
源
氏

物
語
』
な
ど
の
物
語
文
学
や
、『
徒
然
草
』
な
ど
の
随
筆
、

中
世
の
軍
記
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。
日
本
史
上
の
出

来
事
や
人
物
な
ど
に
関
す
る
逸
話
を
載
せ
た
本
も
世
に

送
ら
れ
、
通
俗
史
観
を
形
成
し
て
い
く
。

　

一
方
、
新
た
に
同
時
代
小
説
も
登
場
し
は
じ
め
る
。

近
世
初
期
の
代
表
的
な
作
者
・
浅あ
さ
い井
了り
ょ
う
い意
は
、
史
実
や

説
話
に
取
材
し
た
啓
蒙
書
や
教
訓
書
、
古
典
を
翻
案
し

た
奇
談
集
な
ど
、
多
数
の
作
品
を
残
し
た
。
ま
た
、
明



暦
の
大
火
の
顚
末
を
克
明
に
綴
っ
た『
む
さ
し
あ
ぶ
み
』

は
、
同
時
代
の
証
言
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、
新
た
な
小
説
の
流
れ
を
切
り
拓

い
た
の
は
、
井い
は
ら
さ
い
か
く

原
西
鶴
の『
好
こ
う
し
ょ
く
い
ち
だ
い
お
と
こ

色
一
代
男
』（
天
和
二

〈
一
六
八
二
〉
刊
）
で
あ
っ
た
。
本
作
の
成
功
後
、
こ
の

作
風
に
追
随
す
る
作
品
が
次
々
に
刊
行
さ
れ
、「
浮
世
草

子
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
す
る
。
浮
世
草
子

の
盛
行
は
、
出
版
市
場
の
拡
大
と
、
出
版
を
め
ぐ
る
制

度
の
整
備
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
新
風
を
も

た
ら
す
同
時
代
小
説
と
、
前
代
に
連
な
る
古
典
は
、
と

も
に
補
い
合
い
な
が
ら
、
江
戸
の
出
版
市
場
を
広
げ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

本
の
扱
う
内
容
は
、
文
学
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
学

問
や
実
用
な
ど
の
諸
方
面
に
わ
た
っ
て
い
た
。
生
活
に

関
わ
る
実
用
知
識
も
、
本
の
形
で
刊
行
さ
れ
、
人
々
の

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
く
。

　
（
一
）
近
世
初
期
・
中
期
の
文
学
書

　
　
　
　
　

――
啓
蒙
書
・
通
俗
史
書
と
当
世
小
説

6　

本
朝
百
将
伝特

大
本　

二
冊　

三
〇
・
六
㎝
×
二
一
・
九
㎝

明
暦
二
年（
一
六
五
六
）
刊

京
・
武
村
三
郎
兵
衛 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

木
版
墨
摺
り
。
書
名
の
通
り
、
日
本
の
歴
代
の
武
将
の
伝

記
を
、
肖
像
と
と
も
に
収
載
。「
道
み
ち
の
お
み
の
み
こ
と

臣
命
」
な
ど
神
話
の
時

代
の
人
物
か
ら
始
ま
り
、
中
古
・
中
世
の
武
将
を
年
代
順
に

百
名
掲
げ
て
、
豊
臣
秀
吉
に
至
る（
上
文
下
図
、
半
丁
ご
と

に
一
名
）。
刊
記
の
前
に
、「
自
道
臣
命
至
于
豊
臣
秀
吉
而
既

満
於
百 

其
間
之
年
数
凡
二
千
二
百
五
十
余
年
也
」
と
、
本

作
の
趣
意
が
示
さ
れ
、
当
代
に
連
な
る
歴
史
認
識
を
窺
わ
せ

る
。
堂
々
た
る
大
型
の
書
型
で
、
近
世
初
期
ら
し
い
余
裕
の

あ
る
造
本
。

7　

曽
我
物
語
（正
保
三
年
版
）

大
本　

十
二
巻
十
二
冊　

二
七
・
三
㎝
×
一
九
・
九
㎝

正
保
三
年（
一
六
四
六
）
刊

京
・
誓
願
寺
安
田
十
兵
衛 

板

個
人
蔵

8　

曽
我
物
語
（寛
文
三
年
版
）

大
本　

十
二
巻
十
二
冊　

二
七
・
五
㎝
×
一
九
・
二
㎝

寛
文
三
年（
一
六
六
三
）
刊　

京
・
井
上
権
之
丞 

、
山
本
長
兵
衛 

板

個
人
蔵

　

建
久
四
年（
一
一
九
三
）
五
月
二
十
八
日
に
起
こ
っ
た
曽

我
兄
弟
に
よ
る
敵
討
ち
事
件
を
物
語
化
し
た
も
の
。
真
名
本

系
と
仮
名
本
系
の
本
文
が
知
ら
れ
、
と
く
に
仮
名
本
系
の
本

文
は
、
近
世
初
期
に
古
活
字
版
が
刊
行
さ
れ
、
間
も
な
く
整

版
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
た
。
幾
度
も
版
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
江
戸
期
に
お
け
る
読
み
物
と
し
て
の
人
気
が
う

か
が
わ
れ
る
。多
く
の
版
が
挿
絵
を
伴
い
、正
保
三
版（
№
７
）

の
古
雅
な
雰
囲
気
の
画
風
は
、
寛
文
三
版（
№
８
）
を
機
に
、

菱
川
師
宣
風
に
変
わ
る
。
寛
文
三
版
が
一
二
五
図
と
、
絵
入

版
本
の
隆
盛
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
以
降
、
版
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
、
絵
数
は
減
少
す
る
。
正
保
版
の
挿
絵
は
一
九
一
図
で

最
多
で
あ
る
が
、
す
べ
て
丁
の
オ
モ
テ
と
ウ
ラ
そ
れ
ぞ
れ
半

丁
の
図
で
あ
り
、
本
文
の
丁
と
挿
絵
の
丁
と
が
別（
す
な
わ

ち
板
木
が
別
）で
あ
る
。寛
文
版
で
は
、「
半
丁
本
文
・
半
丁
絵
」

「
半
丁
絵
・
半
丁
本
文
」と
い
う
二
枚
連
続
の
板
木
に
よ
っ
て
、

見
開
き
の
絵
を
可
能
に
し
て
い
る
。

9　

本
朝
女
鑑

大
本　

十
二
巻
六
冊　

二
六
・
七
㎝
×
一
七
・
七
㎝

寛
文
元
年（
一
六
六
一
）
刊

京
・
吉
田
四
郎
右
衛
門 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

仮
名
草
子
。
浅あ
さ
い
り
ょ
う
い

井
了
意
作
か
。
木
版
挿
絵
あ
り
。「
賢
明
」

「
仁
智
」「
節
義
」「
貞
行
」「
弁
通
」
の
五
部
か
ら
成
る
人
物

伝
と
、
女
性
の
心
得
を
説
く「
女
式
」
で
構
成
。
神じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

功
皇
后

や
衣そ
と
お
り
ひ
め

通
姫
な
ど
の
神
代
の
時
代
か
ら
、
紫
式
部
な
ど
の
王
朝

の
女
房
た
ち
、『
平
家
物
語
』『
曽
我
物
語
』
等
の
軍
記
に
登

場
す
る
女
性
な
ど
、
多
様
な
人
物
を
取
り
上
げ
る
。
儒
教
的

人
間
観
を
基
調
と
し
つ
つ
、
和
歌
を
交
え
た
行
文
は
文
芸
的

な
香
気
も
備
え
る
。
初
版
は
寛
文
元
年
九
月
の
京
・
西
村
又

左
衛
門
刊
本
だ
が
、
大
妻
本
は
比
較
的
早
期
の
後
印
本
に
相

当
。

10　

む
さ
し
あ
ぶ
み

大
本　

二
巻
一
冊　

二
六
・
七
㎝
×
一
七
・
七
㎝

万
治
四
年（
一
六
六
一
）
刊



京
・
河
野
道
清 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

仮
名
草
子
。
浅
井
了
意
作
。
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）
正

月
に
江
戸
を
襲
っ
た
大
火
と
そ
の
後
始
末
を
、
挿
絵
と
と
も

に
綴
っ
た
見
聞
記
的
読
み
物
。
出
火
か
ら
江
戸
諸
方
へ
の
被

害
の
拡
大
、よ
う
や
く
の
鎮
火
後
と
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
、

死
者
供
養
の
た
め
の
両
国
・
回え
こ
う
い
ん

向
院
の
建
立
な
ど
を
克
明
に

記
す
。
悲
惨
な
災
害
状
況
を
伝
え
る
中
に
も
、
滑
稽
な
逸
話

を
織
り
込
ん
で
緊
張
感
を
ほ
ぐ
す
配
慮
も
。
大
妻
本
は
初
版

本
に
相
当
す
る
が
、
後
印
本
も
多
く
、
火
災
時
の
参
考
書
と

し
て
の
需
要
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

11　

日
本
永
代
蔵

大
本　

巻
三
の
み
存（
完
本
六
巻
六
冊
）

二
六
・
六
㎝
×
一
八
・
二
㎝

貞
享
五
年（
一
六
八
八
）
刊

大
坂
・
森
田
正
太
郎
、
京
・
金
屋
長
兵
衛
、

江
戸
・
西
村
梅
風
軒 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

浮
世
草
子
。
井い
は
ら
さ
い
か
く

原
西
鶴
著
。
浮
世
草
子
の
嚆
矢『
好
色
一

代
男
』（
天
和
二
年〈
一
七
八
二
〉
刊
）
の
成
功
後
も
、
西

鶴
は
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
続
け
、
世
上
の
事
件
に
取
材
し
た

『
好
色
五
人
女
』
な
ど
の「
好
色
物
」
の
ほ
か
、
武
家
の
仇

討
を
め
ぐ
る『
武
道
伝
来
記
』、
諸
国
の
奇
談
を
集
め
た『
西

鶴
諸
国
ば
な
し
』
な
ど
、
新
た
な
題
材
や
表
現
に
挑
戦
し

続
け
た
。『
日
本
永
代
蔵
』
は
後
年
の
代
表
作
の
一
つ
で
、

吉よ
し
だ
は
ん
べ
え

田
半
兵
衛
風
の
挿
絵
を
添
え
、
致
富
を
目
指
す
商
人
の
姿

を
活
写
す
る「
町
人
物
」
に
あ
た
る
。

12　

西
鶴
織お

り
と
め留大

本　

六
巻
六
冊　

二
五
・
八
㎝
×
一
七
・
九
㎝

元
禄
七
年（
一
六
九
四
）
刊
、
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）
後
印

大
坂
・
岩
国
屋
徳
兵
衛
、
大
塚
屋
権
兵
衛
、
油
屋
与
兵
衛 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

西
鶴
の
没
後
、
弟
子
の
北ほ
う
じ
ょ
う
だ
ん
す
い

条
団
水
が
遺
稿
を
編
集
し
て
刊

行
し
た
短
編
集
。
西
鶴
は
元
禄
六
年
に
五
十
二
歳
で
没
し
た

が
、死
後
も
遺
稿
の
刊
行
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
と
見
ら
れ
、

『
西
鶴
置お
き
み
や
げ

土
産
』（
元
禄
六
年
刊
）、『
万よ
ろ
ずの
文ふ
み
ほ
う
ぐ

反
古
』（
同
九

年
刊
）の
作
例
も
あ
る
。本
作
は
第
二
遺
稿
集（
元
禄
七
年
刊
）

で
、
団
水
の
手
が
加
え
ら
れ
た
部
分
も
多
い
と
推
測
さ
れ
る

が
、内
容
と
し
て
は『
日
本
永
代
蔵
』等
に
連
な
る
町
人
物
で
、

商
売
や
家
政
を
め
ぐ
る
鑑
戒
、
世
間
智
な
ど
に
関
わ
る
短
篇

を
収
め
る
。

13　

絵
本
徒
然
艸

大
本　

三
巻
一
冊　

二
五
・
四
㎝
×
一
七
・
八
㎝

元
文
五
年（
一
七
四
〇
）
刊

京
・
菊
屋
喜
兵
衛 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　
『
徒
然
草
』
の
中
か
ら
著
名
な
章
段
を
選
び
、
西に
し
か
わ
す
け
の
ぶ

川
祐
信

の
挿
絵
を
添
え
て
刊
行
し
た
、
い
わ
ゆ
る「
祐す
け
の
ぶ
え
ほ
ん

信
絵
本
」
の

一
例
。
祐
信
は
京
都
を
中
心
に
活
動
し
た
絵
師
で
、
美
人
画

や
風
俗
絵
本
、着
物
の
図
案
を
集
め
た
雛ひ
な
が
た
ぼ
ん

形
本
な
ど
の
ほ
か
、

『
枕
草
子
』
や
勅
撰
集
な
ど
を
題
材
と
し
た
絵
本
を
多
く
手

が
け
た
。
き
め
細
か
い
画
風
、
可
憐
な
美
人
画
と
古
典
文
学

趣
味
は
、
鈴す
ず
き
は
る
の
ぶ

木
春
信
な
ど
江
戸
の
絵
師
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
祐
信
絵
本
の
流
行
に
は
、
美
麗
な
挿
絵
の
鑑

賞
に
比
重
を
置
く「
絵
本
」
と
い
う
様
式
へ
の
需
要
も
窺
え

る
。

　
（
二
）
実
用
書
の
広
が
り

　
　
　
　
　
　

――
「
重
宝
記
」
の
さ
ま
ざ
ま

14　

鍼
し
ん
き
ゅ
う
ち
ょ
う
ほ
う
き

灸
重
宝
記

横
本　

一
冊　

一
一
・
一
㎝
×
一
五
・
七
㎝

享
保
三
年（
一
七
一
八
）
刊
、

寛
延
二
年（
一
七
四
九
）
改
修
後
印

江
戸
・
須
原
屋
茂
兵
衛
、
大
坂
・
岡
田
三
郎
右
衛
門
、

京
・
勝
村
治
右
衛
門 
板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

本ほ
ん
ご
う
ま
さ
と
よ

郷
正
豊
著
。
外
題「〈
図
解
／
正
誤
〉
鍼
灸
重
宝
記
綱
目　

全
」。
書
名
の
通
り
、
鍼は
り

や
灸き
ゅ
うの
治
療
法
に
つ
い
て
、
図
解

を
添
え
な
が
ら
解
説
し
た
医
学
書
。
江
戸
時
代
の
医
学
は
、

基
本
的
に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
中
医
学
が
主
流
で
、
鍼
灸

治
療
も
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
刊
記
に
よ
れ
ば
、
享
保
三
年

（
一
七
一
八
）
の
初
版
の
後
、
誤
り
を
正
し
て
再
版
、
更
に

こ
の
た
び
、
板
木
の
摩
耗
箇
所
に
手
を
入
れ
た
修
訂
第
三
版

と
し
て
世
に
送
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。板
木
の
修
訂
を
重
ね
、

長
く
読
み
継
が
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。



15　

斉さ
い
み
ん
げ
か
ち
ょ
う
ほ
う
き

民
外
科
重
宝
記横

本　

一
冊　

七
・
一
㎝
×
一
六
・
四
㎝

延
享
三
年（
一
七
四
六
）
刊

大
坂
・
岡
田
三
郎
右
衛
門
、
大
坂
・
毛
利
田
庄
太
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

前
出
の『
鍼
灸
重
宝
記
』（
№
14
）
と
同
じ
く
、
横
本
の
書

型
。
掌
に
広
げ
て
一
覧
す
る
の
に
適
し
た
横
本
の
書
型
は
、

医
学
・
薬
学
書
や
辞
書
、
人
名
録
な
ど
、
実
用
書
に
多
く
用

い
ら
れ
た
。
本
作
は
中
で
も
小
型
の
書
型
で
、
携
帯
す
る
た

め
の
利
便
性
を
重
視
し
た
も
の
か
。
病
気
や
怪
我
の
治
療
法

を
説
く
医
学
書
で
、脈
の
取
り
方
や
小
児
へ
の
治
療
法
な
ど
、

幅
広
い
項
目
を
取
り
上
げ
る
。「
諸
腫
瘡
之
図
」の
項
目
で
は
、

人
体
の
図
解
も
添
え
て
詳
細
な
解
説
を
付
し
て
お
り
、
当
時

の
解
剖
学
に
関
す
る
認
識
も
伝
え
て
い
る
。

16　

牛
科
重
宝
記 

横
本　

一
冊　

一
〇
・
七
㎝
×
一
五
・
九
㎝

宝
暦
六
年（
一
七
五
六
）
刊

京
・
丁
子
屋
九
郎
右
衛
門 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

牛
の
治
療
法
に
特
化
し
た
医
書
。
近
世
で
は
、
牛
は
田
畑

の
耕
作
や
荷
物
の
運
搬
な
ど
に
使
役
さ
れ
る
貴
重
な
労
働
力

で
あ
っ
た
。
本
作
で
も
、
序
文
に
続
け
て「
耕
夫
織
婦
の
讃
」

を
載
せ
、農
村
の
暮
ら
し
へ
の
配
慮
を
見
せ
る
。
本
文
で
は
、

牛
の
相そ
う

の
見
分
け
方（
相そ
う
ぎ
ゅ
う牛の
法
）
の
ほ
か
、
脈
の
取
り
方
、

鍼
・
灸
の
し
か
た
、
諸
種
の
病
の
治
療
法
や
薬
の
処
方
な
ど

を
図
入
り
で
解
説
す
る
。
巻
末
広
告
に
は「
馬
療
治
重
宝
記
」

な
ど
関
連
書
目
の
宣
伝
も
載
せ
ら
れ
、
こ
の
種
の
書
物
へ
の

需
要
が
読
み
取
れ
る
。

17　

婚
礼
罌け

し
ぶ
く
ろ

粟
袋

横
本　

一
冊　

一
三
・
〇
㎝
×
一
八
・
七
㎝

寛
延
三
年（
一
七
五
〇
）
刊

江
戸
・
西
村
源
六
、
大
坂
・
柏
原
屋
清
右
衛
門
、

京
・
菊
屋
七
郎
兵
衛
、
京
・
和
泉
屋
伝
兵
衛 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

婚
礼
に
ま
つ
わ
る
諸
種
の
作
法
を
、
図
解
を
交
え
て
解
説

し
た
礼
法
書
。
結
納
の
用
意
や
挨
拶
の
口
上
、
嫁
入
り
道
具

の
準
備
、
祝
宴
の
膳
の
支
度
な
ど
、
一
連
の
礼
式
が
詳
細
に

記
さ
れ
、
現
代
の
マ
ナ
ー
本
に
通
ず
る
実
用
書
の
性
格
を
備

え
て
い
る
。
婚
礼
の
作
法
書
に
は
、『
嫁よ
め
と
り
ち
ょ
う
ほ
う
き

娶
重
宝
記
』（
元
禄

一
〇
年〔
一
六
九
七
〕
刊
）
な
ど
の
類
例
も
あ
り
、
こ
の
種

の
知
識
に
対
す
る
需
要
を
窺
わ
せ
る
。
序
文
は「
皇
都　

白

水
撰
集
」
の
署
名
で
、
細
か
い
作
法
を
集
め
た
こ
と
の
比
喩

で「
け
し
袋
」
と
名
付
け
た
こ
と
を
言
う
。

第
三
章　

蔦
屋
重
三
郎
と
そ
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

――
天
明
戯
作
の
開
花　

　

十
八
世
紀
後
半
、
江
戸
の
出
版
界
を
牽
引
し
た
の
が
、

稀
代
の
本
屋
・
蔦つ
た
や
じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

屋
重
三
郎
で
あ
っ
た
。吉
原
の
出
身
で
、

の
ち
に
江
戸
の
中
心
地
で
あ
る
日
本
橋
の
通
と
お
り
あ
ぶ
ら
ち
ょ
う

油
町
に
店

を
構
え
た
蔦つ
た
じ
ゅ
う重
は
、
時
代
を
先
取
り
す
る
斬
新
な
企
画

を
打
ち
出
し
、
人
気
作
を
次
々
に
刊
行
し
た
。

　

折
し
も
当
時
、
天
明
期（
一
七
八
一
～
八
八
）
の
江
戸

で
、
武
家
を
中
心
と
し
た
知
識
人
の
間
に
狂
歌
が
流
行

す
る
。
狂
歌
は
い
わ
ば
和
歌
の
パ
ロ
デ
ィ
で
、
和
歌
の

形
式
を
借
り
つ
つ
、
笑
い
を
交
え
た
卑
近
な
内
容
を
詠

む
戯ざ
れ
う
た歌
を
い
う
。
本
来
は
そ
の
場
限
り
の
詠
み
捨
て
が

原
則
で
あ
っ
た
が
、
天
明
期
以
来
、
こ
れ
を
集
め
て
出

版
す
る
動
き
が
生
ま
れ
る
。

　

こ
れ
に
目
を
つ
け
た
の
が
、
新
進
気
鋭
の
本
屋
、
蔦

屋
重
三
郎
だ
っ
た
。蔦
重
は
、自
ら
も
狂
歌
壇
に
加
わ
り
、

才
気
あ
ふ
れ
る
狂
歌
師
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
彼
ら

の
遊
び
を
本
の
形
で
世
に
送
り
始
め
る
。
美
麗
な
挿
絵

を
添
え
た
狂
歌
絵
本
の
刊
行
に
も
着
手
し
、
北き
た
お
し
げ
ま
さ

尾
重
政

や
喜き

た多
川が
わ
う
た
ま
ろ

歌
麿
な
ど
、
当
代
一
流
の
浮
世
絵
師
が
腕
を

揮ふ
る

っ
た
。

　

狂
歌
壇
の
面
々
は
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の
戯
作
に
も
才
を
発

揮
し
た
。
天
明
狂
歌
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
大お
お
た
な
ん
ぽ

田
南
畝

（
四よ
も
の方
赤あ
か
ら良
）
は
狂
詩
や
狂
文
で
も
活
躍
し
、
恋こ
い
か
わ
は
る
ま
ち

川
春
町

や
朋ほ
う
せ
い
ど
う
き
さ
ん
じ

誠
堂
喜
三
二
は
、
絵
入
り
小
説
の
黄き
び
ょ
う
し

表
紙
や
、
遊

廓
の
遊
び
を
描
く
洒し
ゃ
れ
ぼ
ん

落
本
で
も
人
気
作
を
執
筆
。
機

知
の
才
に
富
む
唐と
う
ら
い
さ
ん
な

来
三
和
、
絵
師
の
顔
も
持
つ
才
人

山さ
ん
と
う
き
ょ
う
で
ん

東
京
伝
な
ど
の
人
気
作
者
も
参
入
し
、
戯
作
界
の
繁

栄
を
も
た
ら
し
た
。

　
（
一
）
江
戸
戯
作
の
繁
栄

　
　
　
　
　
　
　

――
狂
歌
・
狂
詩
と
黄
表
紙
・
洒
落
本
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万
ま
ん
ざ
い
き
ょ
う
か
し
ゅ
う

載
狂
歌
集

半
紙
本　

二
十
巻
二
冊　

二
二
・
九
㎝
×
一
六
・
二
㎝



天
明
三
年（
一
七
八
三
）
刊　

江
戸
・
須
原
屋
伊
八 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵（
浜
田
義
一
郎
文
庫
）

　
四よ
も
の
あ
か
ら

方
赤
良（
大お
お
た
な
ん
ぽ

田
南
畝
）・
朱あ
け
ら
か
ん
こ
う

楽
菅
江
編
。
菅
江
と
四
方
赤

良
の
序
、
橘

た
ち
ば
な
の
ち
か
げ

千
蔭
の
跋ば
つ

を
付
す
。
南
畝
が
主
な
選
者
と
な
っ

た
狂
歌
撰
集
で
、
天
明
狂
歌
流
行
の
端
緒
と
な
っ
た
画
期

的
な
書
。
書
名
は
勅
撰
集
の
一
つ
で
あ
る『
千せ
ん
ざ
い
わ
か
し
ゅ
う

載
和
歌
集
』

の
も
じ
り
で
、
四
季
・
恋
・
羈き
り
ょ旅
な
ど
の
部ぶ
だ
て立
の
構
成

や
、
装
訂
な
ど
も
含
め
て『
千
載
和
歌
集
』
の
パ
ロ
デ
ィ

と
な
っ
て
い
る
。
本
作
の
好
評
を
契
機
と
し
て
、
続
編

『
徳と
く
わ
か
ご
ま
ん
ざ
い
し
ゅ
う

和
歌
後
万
載
集
』（
四
方
赤
良
編
、
天
明
五
年
刊
）
な
ど

の
刊
行
が
相
次
ぎ
、
天
明
狂
歌
の
隆
盛
を
も
た
ら
す
。

19　

〈参
考
〉
千
載
和
歌
集

半
紙
本　

二
十
巻
一
冊　

二
二
・
五
㎝
×
一
五
・
四
㎝

〔
正
徳（
一
七
一
一
～
一
七
一
六
）
頃
〕
刊

京
・
出
雲
寺
出
雲
掾 

板

大
妻
女
子
大
学
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵

　

藤
原
俊
成
撰
。
平
安
後
期
に
成
立
し
た
、
第
七
番
目
の
勅

撰
集
。前
出『
万
載
狂
歌
集
』（
№
18
）の
参
考
作
と
し
て
出
陳
。

近
世
に
は
、
和
歌
の
古
典
と
し
て
勅
撰
集
が
重
視
さ
れ
、
和

歌
や
狂
歌
、
国
学
を
学
ぶ
人
々
の
必
須
教
養
と
さ
れ
た
。
判

型
や
造
本
も
含
め
て
諸
本
が
伝
存
す
る
が
、
出
陳
本
は
、
京

の
書
肆
・
出い
ず
も
じ

雲
寺
出い
ず
も
の
じ
ょ
う

雲
掾
の
板
行
で
、
広
く
読
ま
れ
た
板
本

の
一
つ
。
近
世
中
期
に
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
・
奥お
く
む
ら
ま
さ
の
ぶ

村
政
信
の

挿
絵
が
付
さ
れ
る
が
、
こ
の
図
様
も
天
明
期
の
江
戸
戯
作
に

模
倣
さ
れ
て
い
る（
後
出
№
28
）。

20　

狂
歌
知し

っ
た
り
ふ
り

足
振

小
本　

一
冊　

一
五
・
九
㎝
×
一
一
・
三
㎝

天
明
三
年（
一
七
八
三
）
序
刊

江
戸
・
本
屋
清
吉（
満
々
堂
）
板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵（
浜
田
義
一
郎
文
庫
）

　

満ま
ん

く々
堂ど
う

普ふ
ぐ
り
の
つ
り
か
た

栗
釣
方（
本
屋
清せ
い
き
ち吉
）
編
。
酒さ
け
の
う
え
の
ふ
ら
ち

上
不
埒

（
恋こ
い
か
わ
は
る
ま
ち

川
春
町
の
狂
名
）
序
。
当
時
の
江
戸
市
中
の
狂
歌
人
を

グ
ル
ー
プ
別
に
ま
と
め
た
狂
歌
師
名
寄
せ
。
南
畝
を
中
心
と

す
る
四よ
も
れ
ん

方
連
、
朱
楽
菅
江
が
率
い
た
朱あ
け
ら
れ
ん

楽
連
、
芝
居
町
の

堺さ
か
い
ち
ょ
う
れ
ん

丁
連（
市
川
團
十
郎
ら
の
歌
舞
伎
関
係
者
が
参
加
）
な
ど

に
並
ん
で
、
吉
原
関
係
者
に
よ
る
吉
原
連
の
中
に
、「
蔦
の

か
ら
丸
」（
蔦
屋
重
三
郎
）「
筆
の
綾あ
や
ま
る丸
」（
喜き
た
が
わ
う
た
ま
ろ

多
川
歌
麿
）

が
名
を
連
ね
て
い
る
。
大
妻
本
に
は
、
狂
歌
号
の
下
に
朱
筆

で
実
名
と
職
業
、
没
年
な
ど
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

21　

故こ
こ
ん

ば

か

し

ゅ
う

混
馬
鹿
集
（
狂

き
ょ
う
げ
ん
お
う
あ
し
ゅ
う

言
鶯
蛙
集
）

半
紙
本　

二
十
巻
一
冊　

二
二
・
七
㎝
×
一
六
・
〇
㎝

天
明
五
年（
一
七
八
五
）
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

朱
楽
菅
江
の
編
に
よ
る
狂
歌
撰
集
。
朱
楽
菅
江
序
、

四よ
も
さ
ん
じ
ん

方
山
人
跋
。
書
名
は
、
当
初『
古
今
和
歌
集
』
の
も
じ
り

で「
古
今
馬
鹿
集
」
と
名
付
け
た
と
い
う
が
、勅
撰
集
を
憚
っ

て
、
本
文
中
の
内
題
は「
狂
言
鶯
蛙
集
」
と
し
た（『
古
今
集
』

の
仮
名
序「
花
に
鳴
く
鶯
、
水
に
鳴
く
蛙
の
声
を
聞
け
ば
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
る
」

に
よ
る
）。
曲
節
の
末
、
表
紙
題
は「
故
混
馬
鹿
集
」
の
表
記

で
刊
行
さ
れ
た
。
出
陳
本
は
、
表
紙
の
題
簽
が
破
損
し
て
い

る
が
、「
混
」
の
字
が
判
読
で
き
る
。

22-1　

狂
歌
百ひ

ゃ
っ
き
や
き
ょ
う

鬼
夜
狂
（夷
歌
百
鬼
夜
狂
）

　
　
　
　
　
　
　

中
本　

一
冊　

一
八
・
七
㎝
×
一
三
・
〇  

㎝

天
明
五
年（
一
七
八
五
）
序
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵（
浜
田
義
一
郎
文
庫
）

　

蔦
屋
重
三
郎
の
企
画
に
よ
る
狂
歌
集
。
天
明
五
年
十
月

十
四
日
、
蔦
重
の
発
案
で
、
百
物
語
の
狂
歌
会
が
開
か
れ
た
。

く
じ
で
引
い
た
化
物
の
題
で
狂
歌
を
順
に
百
首
詠
み
、
一
首

ご
と
灯
心
を
消
す
趣
向
で
、
催
主
の
蔦
重
の
ほ
か
、
大
田

南
畝
や
平へ
づ
つ
と
う
さ
く

秩
東
作
、
唐と
う
ら
い
さ
ん
な

来
三
和
、
宿や
ど
や
の
め
し
も
り

屋
飯
盛（
石い
し
か
わ
ま
さ
も
ち

川
雅
望
）、

山さ
ん
と
う
き
ょ
う
で
ん

東
京
伝
ら
が
参
加
。
会
の
顛
末
を
ま
と
め
た「
百
も
の
か

た
り
の
記
」（
平
秩
東
作
）
と
、
席
上
で
詠
ま
れ
た
狂
歌
を

集
め
た
の
が
本
書
に
あ
た
る
。
発
案
か
ら
会
の
主
催
、
成
果

の
刊
行
ま
で
、
蔦
重
が
仕
掛
け
人
と
な
っ
た
企
画
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

22-2　

〈参
考
〉
狂
歌
百
鬼
夜
狂

中
本　

一
冊　

一
八
・
〇
㎝
×
一
二
・
八
㎝

天
明
五
年（
一
七
八
五
）
序
刊
、

文
政
三
年（
一
八
二
〇
）
改
修
後
印

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎（
二
代
目
）
板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

初
代
蔦
屋
重
三
郎
は
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）
に
没
す
る

が
、
そ
の
後
を
継
い
だ
二
代
目
蔦
重
に
よ
る
板
行
。
板
行
に

際
し
て
、
宿
屋
飯
盛（
石
川
雅
望
）
が
新
た
に
序
を
寄
せ
る



ほ
か（「
文
政
二
年
四
月　

六
樹
園
飯
盛
」）、
巻
末
に
は
、
二

代
目
の
蔦
重
に
よ
る
跋
文
を
追
加（「
耕
書
堂
主
人　

二
代
目　

蔦
か
ら
麿
誌
」）。
そ
の
新
跋
に
よ
れ
ば
、
初
板
の
板
木
は
、

文
化
三
年
の
火
災
で
半
分
を
焼
失
し
た
が
、
再
板
を
望
む
声

を
受
け
、
不
足
分
を
新
た
に
彫
っ
て
今
回
の
板
行
に
至
っ
た

と
い
う
。

23　

通つ
う
し
せ
ん
し
ょ
う
ち

詩
選
笑
知

　
　
　
　
　
　
　

中
本　

一
冊　

一
八
・
二
㎝
×
一
二
・
〇
㎝

天
明
三
年（
一
七
八
三
）
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

大
田
南
畝
に
よ
る
狂き
ょ
う
し詩
集
。
和
歌
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
狂

歌
と
並
ん
で
、
漢
詩
を
卑
俗
化
し
た
狂
詩
も
当
時
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
。
南
畝
は
、『
寝ね
ぼ
け
せ
ん
せ
い
ぶ
ん
し
ゅ
う

惚
先
生
文
集
』（
明
和
四
年

〈
一
七
六
七
〉刊
）で
狂
詩
の
流
行
に
火
を
つ
け
た
先
駆
者
で
、

本
作
で
は『
唐と
う
し
せ
ん

詩
選
』
の
五ご
ご
ん
ぜ
っ
く

言
絶
句
と
そ
の
注
釈
書『
唐
詩
選

掌し
ょ
う
こ故
』
を
も
じ
っ
て
い
る
。
本
作
の
好
評
を
受
け
て
、『
唐

詩
選
』の
七し
ち
ご
ん
こ
し

言
古
詩
を
も
じ
っ
た『
通
詩
選
』（
天
明
四
年
刊
）、

『
通
詩
選
諺げ
ん
か
い解
』（
天
明
七
年
刊
）
の
三
部
作
を
世
に
送
り
、

明
治
期
ま
で
版
を
重
ね
た
。

24　

唐
詩
選
掌し

ょ
う
こ故

半
紙
本　

七
巻
合
一
冊　

二
二
・
二
㎝
×
一
五
・
五
㎝

明
和
元
年（
一
七
六
四
）
刊

松
蘿
館 

蔵
板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵（
浜
田
義
一
郎
文
庫
）

　

千
葉
芸う
ん
か
く閣
に
よ
る『
唐
詩
選
』
の
注
釈
書
。
唐
詩
の
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る『
唐
詩
選
』
は
、
享
保
九
年（
一
七
二
四
）

に
荻お
ぎ
ゅ
う
そ
ら
い

生
徂
徠
門
下
の
服は
っ
と
り
な
ん
か
く

部
南
郭
が
校
訂
本
を
刊
行
し
た
の

を
契
機
に
、
知
識
人
の
間
で
広
く
読
ま
れ
、
注
釈
書
も
諸

種
板
行
さ
れ
て
い
た
。
本
書
で
は
、
下
段
に『
唐
詩
選
』
の

本
文
を
載
せ
、
上
欄
に
語
注
を
掲
出
し
て
解
説
を
施
す
。

大
田
南
畝
の『
通
詩
選
笑
知
』
は
、
こ
の
形
式
を
含
め
て
本

書
を
細
か
く
模
倣
し
つ
つ
、
学
問
的
な
体
裁
と
は
か
け
離

れ
た
卑
俗
な
内
容
で
笑
い
を
誘
っ
て
い
る
。

25　

通
神
孔
釈
／
三

さ
ん
き
ょ
う
し
き

教
色　

小
本　

一
冊　

一
五
・
四
㎝
×
一
〇
・
八
㎝

天
明
三
年（
一
七
八
三
）
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

唐と
う
ら
い
さ
ん
な

来
三
和
作
、
喜
多
川
歌
麿
画
の
洒し
ゃ
れ
ぼ
ん

落
本
。
唐
来
三
和
・

志し
み
ず
え
ん
じ
ゅ
う

水
燕
十
序
。
書
名
は
、
空
海
の『
三さ
ん
ご
う
し
い
き

教
指
帰
』（
儒
・
道
・

仏
の
三
教
を
擬
人
化
し
た
思
想
書
）
の
も
じ
り
で
、
神
儒
仏

の
聖
人
た
ち
の
吉
原
で
の
遊
興
を
描
く
。
江
戸
の
通
人
と
し

て
生
き
る
孔
子
の
も
と
に
、
天
照
大
神
が
居
候
、
そ
こ
に
釈

迦
如
来
が
訪
れ
て
、
三
人
で
一
路
吉
原
へ
繰
り
出
す
。
本
作

は
唐
来
三
和
の
戯
作
と
し
て
最
初
の
作
に
あ
た
る
が
、
神
儒

仏
に
ち
な
ん
だ
故
事
や『
論
語
』『
史
記
』
等
の
も
じ
り
を
巧

み
に
織
り
交
ぜ
て
、
遊
里
の
遊
び
を
活
写
す
る
。
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曾そ
が
ぬ
か
ぶ
く
ろ

我
糠
袋

小
本　

一
冊　

一
六
・
〇
㎝
×
一
一
・
一
㎝

天
明
八
年（
一
七
八
八
）
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

洒
落
本
。
山
東
唐と
う
し
ゅ
う洲
作
、
喜
多
川
歌
麿
画
。
山
東
京
伝

の
叙じ
ょ

お
よ
び
作
者
自
序
あ
り
。
作
者
は
京
伝
の
門
人
で
、
本

作
に
も
京
伝
作
の
洒
落
本『
通つ
う
げ
ん
そ
う
ま
が
き

言
総
籬
』（
天
明
七
年
刊
）
の

模
倣
が
み
ら
れ
る
。
本
作
は『
曽
我
物
語
』
の
パ
ロ
デ
ィ
で
、

曽
我
兄
弟
と
朝あ
さ
い
な

比
奈
五
郎
が
吉
原
で
遊
興
。曽
我
兄
弟
の
兄
・

祐す
け
な
り成
と
相
方
の
遊
女
・
虎と
ら

と
の
逢
瀬
、
虎
の
朋
輩
の
遊
女
に

よ
る
曽
我
五
郎
時と
き
む
ね宗
へ
の
恋
慕
な
ど
、
曽
我
物
の
枠
組
に
拠

り
つ
つ
も
、
遊
女
と
客
と
の
駆
け
引
き
の
手
管
が
細
か
く
記

さ
れ
、
実
在
の
遊
女
の
噂
話
も
盛
り
込
ま
れ
る
。

27　

猿
さ
る
か
に
と
お
い
む
か
し
ば
な
し

蟹
遠
昔
噺

中
本　

二
巻
一
冊　

一
八
・
二
㎝
×
一
二
・
九
㎝

天
明
三
年（
一
七
八
三
）
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵（
浜
田
義
一
郎
文
庫
）

　

黄
表
紙
。
恋
川
春
町
作
・
画
。
書
名
に「
浦
島
が
帰
郷
／

八
島
の
入
水
」
の
角つ
の
が
き書
を
冠
す
る
通
り
、
浦
島
太
郎
の
後
日

譚
に
、
壇
の
浦
で
敗
れ
た
平
家
一
門
が
海
に
沈
ん
で
平へ
い
け
が
に

家
蟹

と
な
る
伝
説
を
盛
り
込
み
、
更
に
猿
蟹
合
戦
と「
猿
の
生
き

肝
」
の
昔
話
、
道ど
う
じ
ょ
う
じ

成
寺
の
説
話
を
取
り
合
わ
せ
る
。
昔
話
の

後
日
譚
を
仕
組
む
構
想
は
、
黄
表
紙
の
常
套
手
段
で
も
あ
る

が
、
本
作
は
当
時
の
江
戸
で
の
勧か
ん
げ
か
ん
じ
ん

化
勧
進
の
流
行
も
う
が
っ

て
み
せ
る
ほ
か
、
終
盤
の
道
成
寺
の
場
で
は
、
朋
誠
堂
喜

三
二
や
京
伝
ら
の
戯
作
者
を
賑
や
か
に
登
場
さ
せ
る
。



28　

百
人
一
首
和わ

か

は

つ
い
し

ょ
う

歌
始
衣
抄

中
本　

一
冊　

一
八
・
八
㎝
×
一
二
・
八
㎝

天
明
七
年（
一
七
八
七
）
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

山
東
京
伝
作
・
画
。『
百
人
一
首
』注
釈
書
の
パ
ロ
デ
ィ
で
、

歌
人
の
系
譜
や
略
伝
、
和
歌
の
注
釈
な
ど
を
載
せ
る
が
、
内

容
は
い
ず
れ
も
こ
じ
つ
け
や
見
立
て
な
ど
の
言
葉
遊
び
に
終

始
。
た
と
え
ば
、
平
安
中
期
の
貴
族
で
あ
る
三さ
ん
じ
ょ
う
の
う
だ
い
じ
ん

条
右
大
臣
の

先
祖
に
、
伝
説
的
な
刀
工
・
三さ
ん
じ
ょ
う
こ
か
じ

条
小
鍛
冶
や
、
歌
舞
伎
役
者

の
三
条
勘か
ん
た
ろ
う

太
郎
を
挙
げ
る
な
ど
、
細
か
い
う
が
ち
に
軽
妙
な

笑
い
を
き
か
せ
る
。
口
絵
の
歌
仙
図
も
、『
千
載
集
』版
本（
№

19
）
所
載
の
奥お
く

村む
ら
ま
さ
の
ぶ

政
信（
京
伝
の
画
号
・
政ま
さ
の
ぶ演
と
同
音
）
の

挿
絵
を
模
す
。

　
（
二
）　

狂
歌
絵
本
の
精
華

29　

夷
え
び
す
う
た
れ
ん
ち
ゅ
う
す
ご
ろ
く

歌
連
中
双
六

一
舗　
　

六
〇
・
五
㎝
×
八
五
・
三
㎝

天
明
五
年（
一
七
八
五
）
正
月
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

四
方
赤
良
の
狂
歌
連
に
よ
る
歳さ
い
た
ん
き
ょ
う
か
し
ゅ
う

旦
狂
歌
集
。
歳
旦
狂
歌
集

は
正
月
に
刊
行
さ
れ
る
縁
起
物
で
、
毎
年
黄
表
紙
仕
立
て
や

帖
装
な
ど
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
本
作
で
は
正
月

の
景け
い
ぶ
つ物
で
あ
る
道ど
う
ち
ゅ
う
す
ご
ろ
く

中
双
六
を
模
す
趣
向
で
、
新
春
を
寿
ぐ
気

分
を
湛
え
る
。
右
下
を
振
り
出
し
に
、
時
計
回
り
の
廻
り
双

六
で
、
各
マ
ス
一
首
の
狂
歌
を
挿
絵
と
と
も
に
配
す
。
巻
頭

は
山
手
連
の
峯み
ね
の
ま
つ
か
ぜ

松
風
、
中
央
の
巻か
ん
じ
く軸
は
四
方
赤
良
。
題
名
の

下
に
南
畝
の
序
、
そ
の
下
に
板
元
の
蔦つ
た
の
か
ら
ま
る

唐
丸（
蔦
重
）
と
画

工
の
筆ふ
で
の
あ
や
ま
る

綾
丸（
歌
麿
）
の
狂
歌
も
み
え
る
。

30　

絵
本
八や

そ

う

じ

が

わ

十
宇
治
川

半
紙
本　

三
巻
一
冊　

二
二
・
四
㎝
×
一
五
・
八
㎝

天
明
六
年（
一
七
八
六
）
正
月
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

北き
た
お
し
げ
ま
さ

尾
重
政
画
。四
方
山
人（
大
田
南
畝
）
序
。
武
者
絵
を

テ
ー
マ
と
し
た
墨
摺
り
の
狂
歌
絵
本
。
蔦
屋
重
三
郎
は
、

本
作
と
あ
わ
せ
て
、
同
じ
く
狂
歌
入
り
の
江
戸
名
所
絵
本

『
絵え
ほ
ん
あ
ず
ま
か
ら
げ

本
吾
妻
抉
』（
北
尾
重
政
画
、
唐
か
ら
こ
ろ
も
き
っ
し
ゅ
う

衣
橘
洲
序
）・『
絵
本

江え
ど
す
ず
め

戸
爵
』（
喜
多
川
歌
麿
画
、
朱
楽
菅
江
序
）
の
三
点
を
同

時
に
刊
行
し
て
い
る
。
蔦
重
と
歌
麿
が
編
者
の
立
場
で
、
画

題
に
ち
な
ん
だ
狂
歌
を
狂
歌
師
に
依
頼
し
、
絵
本
と
し
て
刊

行
す
る
仕
掛
け
で
、『
狂
歌
百
鬼
夜
狂
』（
№
22
）
等
と
同
様
、

板
元
の
蔦
重
主
導
に
よ
る
企
画
と
言
え
る
。

31　

古
今
狂
歌
袋

大
本　

一
冊　

二
六
・
六
㎝
×
一
八
・
一
㎝

天
明
七
年（
一
七
八
七
）
刊

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

宿
屋
飯
盛（
石
川
雅
望
）
編
、北
尾
政
演（
山
東
京
伝
）
画
。

四
方
山
人（
大
田
南
畝
）
序
、
平
秩
東
作
跋
。
狂
歌
師
の
肖

像
画
と
各
自
の
狂
歌
一
首
を
、
美
麗
な
彩
色
摺
り
で
載
せ
た

狂
歌
絵
本
。
前
年
に
刊
行
さ
れ
た『
吾あ
ず
ま
ぶ
り
き
ょ
う
か
ぶ
ん
こ

妻
曲
狂
歌
文
庫
』
の

好
評
を
受
け
、
同
様
の
趣
向
で
収
載
人
数
を
倍
に
増
や
し
た

計
百
人
の
構
成
で
、
豪
華
な
筥
入
り
の
装
訂
で
刊
行
。
序
文

に
続
け
て
、
手て
が
ら
の
お
か
も
ち

柄
岡
持（
朋
誠
堂
喜
三
二
）
や
赤
良（
南
畝
）

ら
に
よ
る
五
節
句
に
ち
な
ん
だ
戯
文
を
添
え
る
な
ど
、
細
部

ま
で
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

32　

潮
干
の
つ
と画

帖
装　

一
帖　

二
五
・
二
㎝
×
一
九
・
〇
㎝

寛
政
元
年（
一
七
八
九
）
刊
か

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎 
板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　
喜
多
川
歌
麿
画
。
書
名
は
潮
干
狩
り
の
土
産
の
意
で
、
貝

を
詠
題
と
し
た
狂
歌
を
集
め
、
歌
麿
に
よ
る
美
麗
な
彩
色
摺

の
絵
を
添
え
て
刊
行
。
和
歌
の
三
十
六
歌
仙
に
ち
な
ん
で
、

三
十
六
人
の
狂
歌
師
が
狂
歌
を
寄
せ
る
。
巻
頭
に
は
庶
民
の

女
性
に
よ
る
潮
干
狩
り
の
図
、
続
く
各
丁
で
は
貝
や
海
藻
な

ど
を
写
実
的
な
筆
致
で
描
き
、
最
終
丁
に
は
武
家
の
奥
女
中

た
ち
の
貝
合
わ
せ
の
図
を
配
す
る
。
雲き

ら
ず
り

母
摺
や
空か

ら
ず
り摺

な
ど
の

技
巧
も
駆
使
さ
れ
、
彫
・
摺
と
も
に
精
緻
な
一
冊
で
、
歌
麿

絵
本
の
傑
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。



第
四
章　

江
戸
後
期
の
実
用
書

　
　
　
　
　
　
　
　

――
暮
ら
し
の
中
の
本

　

狂
歌
と
戯
作
の
繁
栄
を
寿
い
だ
天
明
期
の
後
、
寛
政

の
改
革
に
よ
る
出
版
統
制
の
強
化
を
経
て
、
江
戸
の
文

芸
は
ま
た
新
た
な
方
向
に
舵
を
切
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
以
後
の
展
開
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
こ

こ
で
は
先
に
も
触
れ
た
実
用
書
の
世
界
に
再
び
目
を
向

け
て
み
た
い
。
出
版
市
場
の
広
が
り
と
経
済
の
発
展
、

学
問
や
技
術
の
進
展
を
背
景
に
、
生
活
に
関
わ
る
知
識

を
伝
え
る
実
用
書
も
、
質
量
と
も
に
増
え
て
い
っ
た
。

　

手
習
い
の
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た
往お
う
ら
い
も
の

来
物
は
、
蔦

屋
重
三
郎
も
早
く
か
ら
手
が
け
た
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
で
、

近
世
の
識
字
率
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

日
常
的
な
手
紙
文
の
文
例
や
、
地
名
・
人
名
な
ど
の
語

彙
集
、『
百
人
一
首
』
な
ど
の
和
歌
集
や
算
術
書
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
知
識
が
平
易
に
紹
介
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
各
地
の
名
所
を
挿
絵
入
り
で
紹
介
す
る

「
名め
い
し
ょ
ず
え

所
図
会
」
は
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
盛
ん
に
刊
行
さ

れ
始
め
、
京
都
や
大
坂
、
江
戸
な
ど
の
都
市
部
の
ほ
か
、

街
道
沿
い
の
名
所
を
取
り
上
げ
る
企
画
も
相
次
い
だ
。

名
所
案
内
や
史
跡
の
説
明
、
そ
の
土
地
ゆ
か
り
の
人
物

の
逸
話
や
和
歌
な
ど
も
多
数
引
用
さ
れ
、
古
典
と
歴
史

の
受
容
に
も
大
き
く
寄
与
し
た
。

　

料
理
書
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
の
も
、
江
戸
後
期
の

特
色
の
一
つ
と
言
え
る
。
食
材
ご
と
の
調
理
法
や
、
四

季
の
献
立
の
組
み
方
な
ど
、
様
々
な
企
画
の
料
理
書
が

世
に
送
ら
れ
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
食
卓
の
広
が
り
を
窺

わ
せ
る
。

33　

甲
越
古
状
揃

大
本　

一
冊　

二
五
・
九
㎝
×
一
八
・
一
㎝

寛
政
九
年（
一
七
九
七
）
刊
、
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）
後
印

江
戸
・
紅
英
堂（
蔦
屋
吉
蔵
）
板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

往
来
物
の
う
ち「
古
状
揃
」
と
呼
ば
れ
る
一
群
は
、
源
義

経
や
直な
お
え
か
ね
つ
ぐ

江
兼
続
な
ど
、
歴
史
上
の
人
物
が
書
い
た
と
さ
れ
る

手
紙
文
を
集
め
た
も
の
で
、
文
例
集
と
歴
史
教
科
書
、
書
道

の
手
本
を
兼
ね
て
い
る
。
書
状（
往
信
・
来
信
）の
文
例
集
は
、

往
来
物
の
語
源
と
も
な
っ
た
古
典
的
な
形
式
で
も
あ
る
が
、

収
載
さ
れ
る
書
状
の
種
類
や
数
、
更
に
判
型
や
装
訂
も
含
め

て
、
各
種
の
伝
本
が
あ
る
。
出
陳
本
は「
倉
鼠
陳
人
録
」
の

筆
名
で
、
甲
斐
の
武
田
信
玄
と
越
後
の
上
杉
謙
信（
長
尾
景

虎
）
の
戦
に
関
連
す
る
書
状
を
収
め
る
。

34　

東
海
道
名
所
図
会

大
本　

六
巻
六
冊　

二
六
・
六
㎝
×
一
八
・
二
㎝

寛
政
九
年（
一
七
九
七
）
刊

大
坂
・
河
内
屋
源
七
郎
ほ
か 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

秋あ
き
さ
と
り
と
う

里
籬
島
編
。
北き
た
お
ま
さ
よ
し

尾
政
美
、
竹
原
春し
ゅ
ん
せ
ん
さ
い

泉
斎
ほ
か
画
。
木
版

単
色
墨
摺
り
。
東
海
道
の
宿
駅
ご
と
に
、
名
所
や
史
跡
、
そ

の
土
地
ゆ
か
り
の
人
物
伝
や
地
域
伝
承
な
ど
を
挿
絵
入
り
で

紹
介
。
和
歌
や
軍
記
、
通
俗
史
書
な
ど
の
引
用
も
多
く
載
せ

ら
れ
、
近
世
の
教
養
の
形
成
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

秋
里
離
島
は
、寛
政
期
前
後
に
各
地
の
名
所
図
会
を
手
が
け
、

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
代
表
的
な
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
出
陳

本
に
は「
吉
田
精
一
蔵
書
」
の
印
記
あ
り
。
刊
記
に
は
修
訂

の
跡
が
あ
り
、
後
印
本
と
推
定
さ
れ
る
。

35　

世よ
わ

た
り
め
い
し
ょ
ず

え

渡
名
所
図
会

半
紙
本　

五
巻
五
冊　

二
二
・
五
㎝
×
一
五
・
八
㎝

享
和
二
年（
一
八
〇
二
）
刊

京
・
円
屋
源
八
郎
ほ
か 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

作
者
・
画
工
不
明
。
木
版
墨
摺
り
の
挿
絵
を
添
え
る
。
名

所
図
会
に
擬
し
て
渡
世
の
心
得
を
説
く
作
で
、「
借し
ゃ
く
せ
ん銭の
山
」

や「
一い
ち
だ
い
じ

大
寺
」、
高
慢
を
戒
め
る「
鼻は
な
だ
か高
山
」
や
「
高こ
う
ま
ん
ぐ
ち

慢
口
」

な
ど
、
名
所
案
内
の
形
式
で
日
常
的
な
教
訓
を
記
す
。
寺
子

屋
入
り
の
別
称
を
題
に
し
た「
初し
ょ
と
う
ざ
ん

登
山
」
や
、
読
み
書
き
の

重
要
性
を
説
く「
文も

じ字
の
掛か
け
は
し橋
」な
ど
、学
問
奨
励
の
章
段
も
。

名
所
図
会
の
も
じ
り
で
は
あ
る
が
、
戯
作
と
い
う
に
は
教
訓

色
が
強
く
、
心し
ん
が
く学（
江
戸
後
期
に
流
行
し
た
通
俗
道
徳
）
の

影
響
下
に
あ
る
作
と
み
ら
れ
る
。
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〈狂
歌
／
近
道
〉
算
法
早
ま
な
び

中
本　

一
冊　

一
八
・
六
㎝
×
一
三
・
五
㎝

享
和
二
年（
一
八
〇
二
）
刊
、
文
化
九
年（
一
八
一
二
）
後
印

江
戸
・
蔦
屋
重
三
郎（
二
代
目
）、

西
村
源
六
、
西
村
宗
七
郎 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵



　
安
定
し
た
需
要
が
見
込
め
る
往お
う
ら
い
も
の

来
物
は
、
初
代
蔦
重
も
早

い
段
階
か
ら
手
が
け
て
い
た
が
、
本
作
は
初
代
没
後
の
板
行

で
、
算
法
書
と
商
家
向
け
の
手
紙
文
例
集
を
兼
ね
る
。
刊
記

は
享
和
二
年
だ
が
、
見
返
し
に「
文
化
九
年
壬
申
改
正　

田

村
治
助
編
／
重
田
一
九
補
」
と
あ
り
、
文
化
九
年
後
印
本
と

推
さ
れ
る
。
重し

げ
た
い
っ
く

田
一
九（
十じ
っ
べ
ん
し
ゃ
い
っ
く

返
舎
一
九
）
は
、
享
和
・
文
化

期
に
は『
道
中
膝
栗
毛
』
等
の
滑
稽
本
で
活
躍
し
て
い
た
が
、

見
習
い
時
代
に
蔦
重
の
居
候
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
補

訂
者
に
名
を
連
ね
る
の
は
そ
の
縁
か
。
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豆
腐
百
珍

縦
長
本　

一
冊　

二
二
・
五
㎝
×
一
二
・
八
㎝

安
永
五
年（
一
七
七
六
）
刊

江
戸
・
山
崎
金
兵
衛
、
京
・
西
村
市
郎
右
衛
門
、

京
・
中
川
藤
四
郎
、
大
坂
・
藤
屋
善
七 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

何か
ひ
つ
じ
ゅ
ん

必
醇（
曾そ
た
に
が
く
せ
ん

谷
学
川
）
著
。
料
理
書
は
近
世
の
初
期
か
ら

板
行
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
板
行
が
集
中
し
た
時
期
は
、
三

期
に
分
け
ら
れ
る
。本
作
は
、元
禄
期
に
続
く
第
二
期（
宝
暦
・

明
和
期
）
の
掉
尾
を
飾
る
作
で
、
書
名
通
り
豆
腐
に
特
化
し

た
料
理
を
百
種
紹
介
し
、「
百
珍
も
の
」流
行
の
魁
と
な
っ
た
。

唐
本
に
擬
し
た
縦
長
書
型
で
、
巻
末
に
は
中
国
の
古
書
に
み

え
る
豆
腐
を
擬
人
化
し
た
戯
文「
豆
廬
子
柔
伝
」
や
、
豆
腐

に
関
わ
る
漢
詩
や
本ほ
ん
ぞ
う
し
ょ

草
書
の
引
用
を
載
せ
る
な
ど
、
文
人
ら

し
い
考
証
趣
味
も
備
え
て
い
る
。
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甘い

も藷
百
珍

半
紙
本　

一
冊　

二
二
・
〇
㎝
×
一
五
・
五
㎝

寛
政
元
年（
一
七
八
九
）
刊
、

文
化
十
三
年（
一
八
一
六
）
後
印

大
坂
・
河
内
屋
直
助 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

珍ち
ん
こ
ろ
う

古
楼
主
人
著
。『
豆
腐
百
珍
』
の
成
功
後
、
鯛
や
海は

も鰻
、

大
根
に
柚
な
ど「
百
珍
も
の
」の
刊
行
が
相
次
い
だ
。甘か
ん
し
ょ藷（
薩

摩
芋
）を
取
り
上
げ
た
本
作
で
は
、口
絵
に「
琉
球
売
藷
之
図
」

と
し
て
琉
球
風
の
人
物
画
を
描
き
、
伝
来
経
路
へ
の
意
識
も

窺
え
る
。「
百
珍
」
の
書
名
な
が
ら
、
実
際
に
は
百
二
十
三

の
料
理
を
列
挙
。
巻
末
に
甘
藷
関
連
の
漢
詩
や
本
草
書
の
引

用
を
掲
げ
る
点
も『
豆
腐
百
珍
』
に
倣
う
。
文
化
九
年
本
の

前
後
に
も
複
数
の
後
印
本
が
行
わ
れ
て
お
り
、
版
を
重
ね
て

読
み
継
が
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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〈江
戸
／
流
行
〉
料
理
通

中
本　

四
編
四
冊　

十
八
・
四
㎝
×
一
二
・
七
㎝

文
政
五
年（
一
八
二
二
）
～
天
保
六
年（
一
八
三
五
）
刊

江
戸
・
和
泉
屋
市
兵
衛
ほ
か 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵（
浜
田
義
一
郎
文
庫
）

　

八や
お
ぜ
ん

百
善
は
浅
草
の
料
亭
で
、
江
戸
の
会
席
料
理
を
確
立
し

た
名
店
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
文
人
墨
客
に
愛
さ
れ
た
。

本
作
は
八
百
善
主
人
の
著
で
、
四
季
の
献
立
や
調
理
法
を
載

せ
、
料
理
本
ブ
ー
ム
の
第
三
期
を
代
表
す
る
作
の
一
つ
。
初

編
に
は
名
だ
た
る
文
人
の
大
田
南
畝
と
亀か
め
だ
ぼ
う
さ
い

田
鵬
斎
が
序
を
寄

せ
、
酒さ
か
い
ほ
う
い
つ

井
抱
一
や
谷た
に
ぶ
ん
ち
ょ
う

文
晁
、
鍬く
わ
が
た
け
い
さ
い

形
蕙
斎
な
ど
一
流
の
絵
師
が

絵
を
添
え
る
ほ
か
、
二
編
以
降
も
渡わ
た
な
べ
か
ざ
ん

辺
崋
山
や
葛
飾
北
斎
な

ど
、
錚
々
た
る
面
々
が
書
画
を
寄
せ
る
。
八
百
善
は
近
代
以

降
も
営
業
を
続
け
、
江
戸
の
食
文
化
を
伝
え
て
い
る
。
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百
人
一
首
む
べ
山
双
六一

舗　

五
二
・
四
㎝
×
七
五
・
四
㎝

〔
江
戸
後
期
〕
刊

江
戸
・
大
黒
屋
平
吉 

板

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

木
版
多
色
摺
り
。
三
代
歌
川
豊
国
画
。
題
名
下
に「
十
返

舎
一
九
校
／
歌
川
豊
国
画
」
と
あ
る
。
廻
り
双
六
の
形
式

で
、
右
下
か
ら
中
央
の「
上
り
」
ま
で
、『
百
人
一
首
』
の
掲

載
順
に
歌
仙
図
と
和
歌
の
コ
マ
絵
を
配
置
。「
む
べ
山
」
は

文ふ
ん
や
の
や
す
ひ
で

屋
康
秀
の
和
歌
の
一
節
で
あ
る
が
、
当
該
の
コ
マ
に
は
、

こ
こ
に
当
た
っ
た
者
は「
あ
ら
し
」な
の
で「
ほ
う
び（
褒
美
）」

を
半
分
も
ら
え
る
と
の
注
記
が
あ
る
。
雪
・
月
・
花
の
語
を

含
む
コ
マ
に
も
赤
で
印
が
付
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
コ
マ
が

「
当
た
り
」
扱
い
だ
っ
た
も
の
か
。

（
解
説
執
筆
：
小
井
土 

守
敏・ 

神
林 

尚
子
）


